
 

 

 

 

 

 

 

【取扱説明書】 

 

 

 

 

 

 

 

 

《部品構成内容》 
部番 品名 個数 部番 品名 個数 

① シートレール  １ ② キャリア 1 

③ Ｍ6×15 キャップボルト 4 ④ M6 平ワッシャー 4 

⑤ M6 スプリングワッシャー 4    

 

本製品取付けに当たっての注意点 

※ 本製品は分割式になっていますので、シートレール／キャリアとしての 2 パターンの使用が可能です。 

※ 本製品は純正シート専用パーツです。弊社製フラットシート(＃207-377)／フラットリアフェンダー(＃207-140、

＃207-142)との併用はできません。 

※ 最大積載量は必ず法令で定められたものを厳守し、人を乗せたり、無理に体重を掛けたりしないで下さい。 

※ 作業中は、必ずメインキーをＯＦＦにする事。 

※ 作業中に車体が倒れたりして危険ですので、作業は水平な場所で車体を安定させて行う事。 

※ 純正部品の取外し／取付け、ボルト／ナットの締め付けについてはメーカー発行サービスマニュアルに基づい

て、確実に行ってください。 
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このたびは,当社製商品をお買い上げいただきありがとうございます。 

本製品は以下のことをご理解のもと作業していただきますようお願い申し上げます。 

作業にあたる方は本体車両メーカーのサービスマニュアルに準ずる知識及び技術を持った方に限ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
以上の事柄を必ずお守りください。 

万が一、商品に不備があった場合は、取付けを行わないでください。 

上記が守られていない場合、商品への保証は一切いたしません。 

また、株式会社キジマは本製品にのみ責任を持つものであり、本製品の品質以外（修理費、取付工賃等）どの
ような事柄に対しても責任を負いかねますのでご了承ください。 

取付け前に必ずお読みください。 

・取付け前に商品構成の内容を必ずご確認ください。 

・本取付け説明書に則った取付けを行う。 

・道路交通法・道路運送車両法を厳守する。 

・本製品への加工を加えない 

・運行前点検及び、定期的な保守整備を行う。 

・不具合が発生した場合速やかに使用を中止する。 
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HONDA ＦＴＲ分割式リアキャリア 

＜商品番号 ２１０－１３２＞ 
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  ＣＳ２ウインカーＫＩＴ（シングル／ダブル球） 
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＜取付け方法＞ 
※本文中や図中に出てくる丸囲み数字は前ページの部品構成内容表の部番に対応しています。 

 

＜シートレールの取り付け＞ 

1. メーカー発行サービスマニュアルを参照して純正シート固定ボルト、フェンダー裏面から V 字型サブフレ

ーム部の固定ボルト 4 本を取り外します。※この時シートを固定しているナットを緩めておきます。 

2. シート側面に 1 で取り外した純正シート固定ボルトで仮固定します。（Ａ参照） 

3. シートレール本体①を車体にセットして、写真Ｂの部分を 1 で取り外したサブフレーム固定ボルト 4 本を

使用して仮固定します。（B 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 最後に各部をしっかりと締め付けて完了です。 

（※必ず、一旦全てのボルトを軽くセットしてから最後に増し締めを行って下さい。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

モーターレク総合開発メーカー   株式会社 キジマ 

〒123-0841 東京都足立区西新井 4-16-3 TEL．03-3897-2167 FAX．03-3897-2138 

2／2 Febrary,08 210-132 Ｔ，Ｍ 

MOTORCYCLEPARTS＆ACCESSORIES KIJIMA.Co. 

＜シートレール取付イメージ＞ ＜キャリア取付イメージ＞ 

 

＜キャリア部分の固定＞シートレールの右写真部分に付属のＭ6 ボルト③／平ワッシャー④／

スプリングワッシャー⑤を使用して固定して下さい。 

純正サブフレーム

固定ボルト 

純正シート固定ボルト 

③④⑤で固定 

純正シート

固定ナット

を緩めます 

Ａ Ｂ 

※本体固定のポイント  

本体固定の際穴位置をある程度合わせた後ボルトを差込みますが、各部のボルトは２～３山程度ねじ込ん

だ状態で仮固定し、すべてのボルトを差込んだ後本固定を行なって下さい、 パイプ曲げ、溶接などの加

工部品の為製品により誤差があります、誤差は既定の範囲での出荷を行なっていますがボルトを一箇所又

は、前後で固定した場合取付けが困難な状態が発生します。また、必ず純正シートを固定しているナット

を緩めて位置決めを行ない、穴位置をドライバー等で確認した後に、仮固定、本固定、の手順で本体の取

付けを行なって下さい。 


